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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 1,558 ― △24 ― △58 ― △80 ―
20年3月期第1四半期 2,065 6.0 95 10.3 71 32.7 37 34.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 △10.03 ―
20年3月期第1四半期 4.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 10,031 1,218 12.2 151.83
20年3月期 10,818 1,423 13.2 177.30

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  1,218百万円 20年3月期  1,423百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― ―
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 3,600 ― 70 ― 40 ― 20 ― 2.49
通期 8,000 △3.9 260 △17.2 200 △16.3 120 ― 14.95

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1. 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等によ
り上記予想数値と異なる場合があります。 
2. 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）
を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  8,038,100株 20年3月期  8,038,100株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  10,647株 20年3月期  10,647株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  8,027,453株 20年3月期第1四半期  8,028,075株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１． 連結経営成績に関する定性的情報 
当第１四半期連結会計期間（平成 20年 4月 1日～平成 20年 6月 30日）におけるわが国経済は、サ
ブプライムローン問題に端を発した米国経済の減速懸念と円高の進行、更には原油価格に代表される素

材・原材料価格の高騰により、企業の収益環境が厳しさを増すとともに、個人消費や企業の設備投資が

鈍化するなど、先行き不透明感を感じざるを得ない状況にあります。 
 
このような経済環境のもとで、当社では顧客満足度（品質・納期・コスト）の１００％達成と連結売

上高１００億円を目標とした中期経営計画「Challenge100」のスローガンの下、継続して業務改善・販
売促進に努めております。 

 
事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 
（駐車場関連事業） 
駐車場管理機械等の製造・販売を主に行っており、当社の主力事業でありますが、ガソリン価格の高

騰による自動車使用の手控えに影響を受け、直営駐車場の収益が悪化いたしました。更に企業の設備投

資が鈍化傾向にあることから、立体駐車場や集合住宅向けの駐車場管理機器の販売も厳しい状況が続い

ております。その結果、売上高は 8億 4,230万円、営業利益は 6,923万円となりました。 
（電子機器部品事業） 
当事業の電子機器は、船舶用モニタは順調であったものの、医療用モニタが落ち込んだために、全体

的に低調に推移致しました。電子部品におきましては、当社のソケット・コネクタ等は、子会社（ＥＰ

Ｅ(Thailand)Co.,LTD.）への量産品の移管や新規顧客の獲得等もあり、順調に推移したものの、子会社
のＥＰＥとＥＰＥ(Thailand)Co.,LTD.が新規に立ち上げました CCFL（バックライト用冷陰極管）の販
売が計画に対し遅れたことなどにより、売上が前年同期と比較して鈍化傾向にあります。その結果、売

上高は 6億 8,658万円、営業損失は 809万円となりました。  
（賃貸業） 
「賃貸事業」におきましては売上高 2,930万円、営業利益は 1,261万円となりました。  
 
この結果、当第１四半期の連結業績は、売上高は 15 億 5,819 万円、営業損失は 2,449 万円、経常損
失は 5,870万円、四半期純損失は 8,054万円となりました。 

 
第 2四半期以降につきましては、駐車場関連事業は直営駐車場の収益改善を図るとともに、直販売上
の販売を強化し収益増に繋げて行きます。また、電子機器部品事業に関しましては、前期からの海外生

産移管による原価低減効果が更に収益改善に貢献いたします。そして、子会社のＥＰＥとＥＰＥ

(Thailand)Co.,LTD.で販売を見込んでいた CCFL（バックライト用冷陰極管）も、当初の計画より若干
立上げが遅れたものの第 2四半期以降は販売・収益面で貢献いたします。以上のように当初の計画が、
第 2・第 3・第 4四半期と増加傾向にあり、今後も計画どおり推移するものと予想しております。 
  

２． 連結財政状態に関する定性的情報 
当第 1四半期末における総資産は、資産の部で現金及び預金等が、また、負債の部で支払手形及び買
掛金等が減少したことに伴い、前連結会計年度末に比べ 7億 8,733万円減少し、100億 3,125万円とな
りました。 
純資産は、前連結会計年度末に比べ 2億 450万円減少し、12億 1,880万円となりました。 
また、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ 1.0％減少し、12.2％となりました。 

 

３． 連結業績予想に関する定性的情報 
当第 1四半期末の業績は損失となりましたが、ほぼ計画通りに推移しており、現時点におきましては、

平成 20年 5月 23日の決算短信発表時における業績予想に変更はありません。 
 
 
 
 
 

 
テクニカル電子㈱（6716）　平成21年3月期　第1四半期決算短信

2



   

 
 
 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります 
２ 棚卸資産の評価方法 
   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
３ 経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 
４ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
５ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 
  連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 
    当該債権と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな

いで債権と債務を相殺消去しております。 
  連結会社相互間の取引を相殺消去 
    取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる

方法により相殺消去しております。 
６  未実現損益の消去 
    四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理

的に見積もって計算しております。 
 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準12号)及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５.【四半期連結財務諸表】 
(１)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,036,711 2,410,424

受取手形及び売掛金 826,806 1,029,725

たな卸資産 919,250 967,812

その他 311,953 342,944

貸倒引当金 △16,365 △16,975

流動資産合計 4,078,356 4,733,931

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,699,110 1,764,750

機械、運搬具及び工具器具備品 783,819 766,146

土地 2,816,216 2,825,034

建設仮勘定 13,738 74,550

有形固定資産合計 5,312,883 5,430,482

無形固定資産   

のれん 345,798 352,977

その他 15,799 16,428

無形固定資産合計 361,597 369,406

投資その他の資産   

その他 292,465 303,609

貸倒引当金 △14,051 △18,844

投資その他の資産合計 278,414 284,765

固定資産合計 5,952,895 6,084,653

資産合計 10,031,251 10,818,585

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 520,324 758,149

1年内償還予定の社債 160,000 360,000

短期借入金 3,206,946 3,418,178

引当金 19,926 14,783

その他 382,697 427,292

流動負債合計 4,289,895 4,978,406

固定負債   

社債 200,000 220,000

長期借入金 2,328,400 2,238,499

退職給付引当金 45,832 46,999

役員退職慰労引当金 350,454 342,212

その他 1,597,863 1,569,159

固定負債合計 4,522,550 4,416,874
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（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債合計 8,812,445 9,395,280

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,052,850 1,052,850

資本剰余金 236,436 236,436

利益剰余金 △581,949 △501,400

自己株式 △3,400 △3,400

株主資本合計 703,935 784,485

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,236 △4,623

土地再評価差額金 462,885 462,885

為替換算調整勘定 56,213 180,548

評価・換算差額等合計 514,861 638,810

少数株主持分 8 9

純資産合計 1,218,805 1,423,305

負債純資産合計 10,031,251 10,818,585
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(2)【四半期連結損益計算書】 

（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 1,558,190

売上原価 1,270,616

売上総利益 287,574

販売費及び一般管理費 312,068

営業損失（△） △24,493

営業外収益  

受取利息 149

受取配当金 245

その他 7,409

営業外収益合計 7,803

営業外費用  

支払利息 34,105

その他 7,912

営業外費用合計 42,017

経常損失（△） △58,707

特別利益  

貸倒引当金戻入額 610

特別利益合計 610

特別損失  

固定資産除却損 7,937

前期損益修正損 8,473

特別損失合計 16,410

税金等調整前四半期純損失（△） △74,507

法人税、住民税及び事業税 892

法人税等調整額 5,150

法人税等合計 6,042

少数株主損失（△） △0

四半期純損失（△） △80,549

テクニカル電子㈱（6716）　平成21年3月期　第1四半期決算短信

6



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △74,507

減価償却費 64,995

のれん償却額 7,179

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,404

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,193

製品保証引当金の増減額（△は減少） △50

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,166

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,241

未払人件費の増減額（△は減少） △9,651

受取利息及び受取配当金 △394

支払利息 34,105

有形固定資産売却損益（△は益） 7,937

売上債権の増減額（△は増加） 179,161

たな卸資産の増減額（△は増加） 34,437

仕入債務の増減額（△は減少） △216,923

その他 67,287

小計 100,439

利息及び配当金の受取額 398

利息の支払額 △32,414

法人税等の支払額 △5,052

営業活動によるキャッシュ・フロー 63,371

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 30,000

定期預金の預入による支出 △45,096

有形固定資産の取得による支出 △82,206

投資有価証券の取得による支出 △990

貸付けによる支出 △38

貸付金の回収による収入 110

その他 5,659

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,561

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △190,909

長期借入れによる収入 350,000

長期借入金の返済による支出 △263,509

社債の償還による支出 △220,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △324,418

現金及び現金同等物に係る換算差額 △56,201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △409,809

現金及び現金同等物の期首残高 1,768,670

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,358,861
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(４) 継続企業の前提に関する注記 
当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

該当事項はありません。 

 

（5）セグメント情報 
 
【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年 4月 1日 至 平成20年 6月30日) 

 

 
駐車場関連
事業 
(千円) 

電子機器部品
事業 
(千円) 

賃貸業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高   

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

842,301 686,583 29,305 1,558,190 ― 1,558,190

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

― ― ― ― ― ―

計 842,301 686,583 29,305 1,558,190 ― 1,558,190

営業利益又は営業損失（△) 69,230 △8,099 12,618 73,750 (98,244) △24,493

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 駐車場関連事業 ……駐車場管理機械等 

(2) 電子機器部品事業……放送用・医療用モニタテレビ、電算機用CRTディスプレイ、ソケット、コネク

タ、電源ユニット、システム機器等 

(3) 賃貸業     ……建物、土地の賃貸等 

 
【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年 4月 1日 至 平成20年 6月30日) 

 

 
日本 
(千円) 

アジア 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

1,426,775 131,415 1,558,190 ― 1,558,190

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

14,756 2,214 16,971 (16,971) ―

計 1,441,531 133,630 1,575,162 (16,971) 1,558,190

営業利益又は営業損失（△） 87,190 △14,499 72,691 (97,185) △24,493

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア    …… タイ 
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【海外売上高】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年 4月 1日 至 平成20年 6月30日) 

 

 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(千円) 154,865 4,793 159,658

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 1,558,190

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

9.9 0.3 10.2

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)アジア    ……タイ、中国、韓国 

(2)その他の地域  ……ポルトガル、アメリカ、オランダ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
 

（6）株主資本の金額に著しく変動があった場合の注記 

    
当第 1四半期連結会計期間（自 平成 20年 4月 1日 至 平成 20年 6月 30日） 

    該当事項はありません。 
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｢参考資料｣ 
（要約）前四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 
前第 1四半期連結累計期間 

自 平成 19 年 4 月 1 日 

至 平成 19 年 6 月 30 日   
科  目 

金  額 
Ⅰ 売上高 2,065,118

Ⅱ 売上原価 1,609,409

売上総利益 455,708

Ⅲ  販売費及び一般
管理費 

360,431

営業利益 95,277

Ⅳ 営業外収益 14,090

Ⅴ 営業外費用 38,035

経常利益 71,332

Ⅵ 特別利益 12,714

Ⅶ 特別損失 15,892

税金等調整前四半期

純利益 
68,155

税金費用 30,412

少数株主利益 0

 
四半期純利益 37,742
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